
はじめに

沖縄本島のカラー地質図は名護博物館から発刊さ

れた (遅沢・渡邊､ ����)｡ また､ 徳之島､ 喜界島､

宝島についても､ 小スケールであるが､ カラー地質

図として印刷できた (遅沢ほか､ ����)｡ 石垣島に

ついては､ 基盤岩を対象とした英語論文で

(����	
		��	�	�	�	��������)､ 第四系を含

めて､ カラー地質図を公表しているが､ 等高線が欠

落していた｡ この度､ 大スケールで等高線付きのカ

ラー地質図が沖縄県立博物館・美術館から発刊の運

びとなった｡

本稿は地質図主体で､ また基盤岩については上記

の専門的な論文があるので､ 地質の解説は平易にか

つ簡単に記述する｡ 第四系については､ ����	
	

��	��(����)で､ 簡単に触れたのみであるので､

とくに新たに得られた年代を含めて､ やや詳しく述

べたい｡

地質の概要

石垣島の基盤は (第１図)､ 高圧型変成岩からな

るトムル層とジュラ紀付加体 (磯崎・西村､ ����)

である冨崎層､ 始新統の礫岩・砂岩と石灰岩からな

る宮良層と変質した安山岩質火砕岩からなる野底層､

および中新世の花崗岩を主体とした貫入岩からなる

(�����������；中川ほか､ ����)｡ 従来､ 宮良層と

野底層はトムル層と冨崎層を不整合に覆うとされて
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いたが (中川ほか､ ����)､ 両者の関係は規模の大

きいデタッチメント断層 (変成岩が地表にもたらさ

れるときの低角正断層) であることが明らかになっ

ている (���	
�

��
�
�
�
��������)｡

第四系の琉球層群は (第１図), 山地をなす基盤

岩類を覆って､ 低地に､ しかし全体的に平坦面とし

ての海成段丘を作って分布している (�����������；

中川ほか ����)｡ 琉球層群は下位の礫岩・シルト

岩からなる名蔵層と上位の石灰岩 (いわゆる琉球石

灰岩) からなる大浜層に区分される｡ 石灰岩の堆積

面が段丘面に相当する｡ 名蔵層は新たに検出した石

灰質ナンノ化石から､ �����
であることが明らか

になっている (���	
�
��
�������)｡ 本稿では､

この化石年代について詳しく述べる｡

地 形

石垣島は､ 基盤岩からなる山地 (第２図�)・丘

陵 (第２図 )､ 大浜層の石灰岩からなる段丘､ 石

灰岩が浸食され礫岩とシルト岩からなる低地､ 砂丘

に区分できる｡
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第１図 石垣島略地質図



標高������の於茂登岳は (第２図�) 沖縄県の

最高峰である｡ 北西方の桴海於茂登岳 (�		���；

第２図�) とともに､ 花崗岩から構成されている｡

一方､ 標高������の尖塔状の山容をもつ野底岳は

(第２図
) 野底層からできている｡

海岸段丘は (第２図�～�)) 石灰岩からなるが､

－－

第２図 地形｡ �：於茂登岳 (左) と桴海於茂登岳｡ �：丘陵群を埋める名蔵層｡ 真栄里ダム下流の橋から撮
影｡ �：野底岳｡ �：野底岳山頂から野底崎と段丘｡ �：米原海岸から北東の段丘と於茂登岳北麓を望
む｡ �：明石北東海岸から段丘､ トムル崎､ 伊原間の山地を望む｡



全体として平坦で､ 石灰岩の浸食が進んでいる場合

が多い｡ 面は海に向かって傾斜しており､ 高度は��

�に及ぶ｡ つまり､ 大浜層堆積時に､ 石垣島は標

高���程度まで沈水しており､ 現在より小さな島

であった｡

宮良川や､ 名蔵川､ また通路川流域は低湿地で､

石灰岩のほとんどすべてが浸食された後の､ 名蔵層

の礫岩・シルト岩からなる｡ 石灰岩はごく小規模な

残丘として存在するに過ぎない｡ 標高����のバン

ナ岳を含む冨崎層からなる山地もそうであるが､ 名

蔵層からなる低湿地に囲まれて､ 基盤岩からなる小

丘陵が見られる場合がある (第２図�)｡ これらの

小丘陵は､ 名蔵層堆積時に (���万年前)､ 島であっ

た｡ 第２図�の平坦地を海水で満たすことを考え

れば良い｡

地質各論

トムル層

トムル層は典型的な高圧型変成岩である｡ 変成岩

は青色片岩 (第３図	) と泥質片岩 (第３図�)

からなり､ 両者の互層がしばしば見られる｡ 青色片

岩は名前の通り青緑色を呈し､ 珊瑚礁と白砂ととも

に､ 石垣島の海岸を特徴付けている｡ 典型的な砂質､

珪質､ 石灰質片岩は未確認である｡

変成鉱物の粒度は､ 三波川変成岩 (遅沢､ ����)

に比べて､ 細粒で､ 鏡下で観察し難い｡ 平久保半島

ではガーネットを含むが (西村ほか､ �
��)､ 細粒

のためか確認できなかった｡ 西村ほか (�
��) は変

成分帯を行っていて､ 平久保半島のトムル層が最も

変成度が高い｡ しかし､ 平久保半島でも報告がなかっ

た (西村ほか､ �
��) 黒雲母は､ 金子ほか (����)

では報告されたが､ すべての地域のトムル層に認め

られ､ 西村ほか (�
��) の分帯は､ 黒雲母の有無か

らは､ 不明瞭となった｡

変成年代としての	�	�年代は ���± ���と���

± �����が得られている (������������
��)｡

冷却年代は�����前後である (����� ������

����)｡ 従って､ トムル層はこの頃までに､ 上記の

変成年代がリセットされないで､ 保存される程度に､

エクスヒュームしている｡

変形構造については､ グロコーフェン晶出時の

�１の伸長線構造が見られる｡ 伸長線に沿う剪断の

センスは地質図に示している｡ 普通に見られるのは

�２の非対称褶曲である｡ フェルゲンツは､ 断面図

に示すように､ 軸が直立した背斜から縁辺に向かっ

ていて､ 変成岩がエクスヒューム (地表にもたらさ

れるプロセス) するドーム状構造を表している｡ 縁

辺で､ 冨崎層､ 宮良層､ 野底層と､ �２の脆性断層

で接している｡ このデタッチメント断層が生じた年

代は宮良層の年代である������(後述) である｡

トムル層は於茂登トンネル西方の山中で､ 超塩基

性岩､ 班糲岩を含んでいて､ 超塩基性岩は露頭でも

観察される (第３図�)｡ 一部の超塩基性岩は､ 産

状から､ 蛇紋岩礫岩 (第３図�) である｡ 鏡下で､

班糲岩の初生鉱物である単斜輝石や普通角閃石は周

囲をグロコーフェンに伴われていて､ 変成作用より

－�－

第３図 トムル層｡ �：�２褶曲した青色片岩｡ 伊原間海岸｡ �：�２褶曲した泥質片岩｡ カーラ岳東方海岸｡



前に泥質片岩に取り込まれている｡ 最も単純には､

これらは堆積性のブロックで､ 三畳紀以前の古い年

代をもつと解釈できる｡

冨崎層

冨崎層 (富崎層は誤字) は､ 冨崎などの海岸部と

バンナ岳などの内陸部､ また竹富島に露頭があるが､

いずれも小規模で､ 露出は不良である｡ 砂岩と泥岩

基質のメランジェである｡ 岩塊はチャートで､ バン

ナ岳南方の一カ所にのみ､ 結晶質の石灰岩が分布し

ていた｡ 玄武岩岩塊､ 岩片は､ 鏡下でも確認してい

ない｡ このため､ 特徴的な変成鉱物は見られない｡

しかし､ フェンジャイトの組成からは中圧型の変成

作用が示唆され､ 高圧型のトムル層とは対照的であ

る (��������	�
�����)｡ 従ってこれらの付加

体は全く別の場所で形成され､ 後に偶然､ 合体・定

置している｡

泥岩基質からジュラ紀の放散虫化石が､ またチャー

ト岩塊からペルム紀と三畳紀のコノドントと放散虫

化石が検出されている (磯崎・西村､ ����)｡ ����

年代は､ ��から����� であり (����������

����)､ この頃､ 冨崎層は第１段階のエクスヒュー

ムを被った｡

冨崎層の変形は�０､ �１､ �２に区分できる｡

�０はチャート岩塊内部に限定される圧力溶解劈開

で､ 岩塊化以前に形成されたものが保存されている｡

従って､ 岩塊化は堆積性である可能性が強い｡ �１

も圧力溶解劈開で､ 付加体形成時の変形であり､ と

くにチャートに観察される､ 非対称褶曲の軸面劈開

をなしている｡ �２はエクスヒューム時のより脆性

な変形である｡ デタッチメント断層上盤の泥岩は電

気石を含んでいる｡

宮良層

宮良層は礫岩､ 砂岩､ 石灰岩からなり､ 大型化石

を多産する｡ 礫岩は角礫～亜角礫の中礫岩で (第４

図�､ �)､ トムル層由来の変成岩礫を含む｡ 伊原

間港北海岸では､ とくに�２褶曲した泥質片岩礫

を含んでいて､ 宮良層堆積時に､ トムル層は既にエ

クスヒュームして､ 岩屑をもたらしたことになる｡

この礫岩は ���������	 (
�������	)も含んでいる

(第４図 �)｡ 同所のクラックが発達した砂岩は

( 第 ４ 図 �) ､ ノ ー チ ロ イ ド ���������	�

�	�������を含んでいる (中川ほか､ ���)｡ 石灰

岩は石灰藻球石灰岩や (第４図�､  )大型有孔虫

石灰岩が目立つ (第４図!)｡ 西表島の宮良層から

産する大型有孔虫は､ ����������	��	�����で

("#����$%��&�'����())､ *���+�$��$を指示す

る ()(�)���；,���-��$%"#��������.)｡ なお､

沖 縄 本 島 の 嘉 陽 層 か ら は ���������

	�	���	����が報告されており､ /�	�	��$(�����

��) を指示し (,���-��$%"#��������.)､ 年代

が異なる｡

宮良層は非変形で､ 琉球石灰岩のように､ 始新世

－.－

第３図 トムル層｡ �：変成した超塩基性岩の露頭｡ 富野南方の沢｡ �：礫岩状の超塩基性岩の転石｡ 底原ダ
ム上流｡



－�－

第４図 宮良層｡ �：基底の角礫岩｡ ��������	
も含む｡ 伊原間漁港｡ �：角礫岩｡ カーラ岳東方海岸｡ �：
節理の発達した砂岩｡ 伊原間漁港北東海岸｡ �：成層した石灰藻球石灰岩｡ 大里の採石場の海岸｡ ：
成層した石灰藻球石灰岩｡ 大里の採石場｡ �：大型有孔虫石灰岩｡ 星野｡



の石垣島の海岸線に､ 島を取り巻いて分布すると考

えられた (中川ほか､ ����)｡ しかし､ 後述のよう

に､ 変成岩ドームの縁辺に､ デタッチメント断層を

介して分布している｡ また､ キンクバンドや､ 弱い

ながら圧力溶解劈開が見られる｡

野底層

野底層は緑泥石を生じて緑色を呈する安山岩質の

溶岩と火山砕屑岩 (第５図�～�)､ 底地ビーチな

ど一部での流紋岩質の溶岩と火山砕屑岩からなる

(第５図�)｡ 下位の宮良層とは整合である｡ 屋良

部崎では､ 火山豆石が見られ､ 一部は陸成である｡

野原崎の凝灰角礫岩は変成岩の岩片も含んでいる

(第５図�)｡

地層の傾斜は	
°に及ぶ場合があり､ 明らかに構

造変形を被っている (第５図�)｡

デタッチメント断層

トムル層と冨崎層の関係は､ ボーリング資料から､

トムル層が上盤で､ 野底層も参加した逆断層と考え

られた (藤井・木崎､ ����)｡ しかし､ 椰子博物館

の玄関前の露頭に､ 両層の境界断層が現れた｡ この

断層は西に高角で傾斜した正断層で､ 下盤がトムル

層である (第６図)｡

トムル層と宮良層との関係は (宮良層が欠如して､

野底層と接する場合もある)､ とくに伊原間漁港北

方での分布様式から､ 断層である｡ 断層露頭は､ 現

在は失われているが､ 同所と伊野田で､ 土井 (��	�

�) が写真付きで記載している｡ これらの断層が

トムル層のエクスヒュームによって､ その変成岩ドー

－	－

第５図 野底層｡ �：急傾斜した火山砕屑岩 (凝灰岩)｡ 御神崎｡ �：火山礫凝灰岩｡ 屋良部崎南東海岸｡ �：
火山礫凝灰岩､ 凝灰岩｡ 野原崎｡ �：緑色凝灰岩に挟まれる流紋岩質凝灰岩｡ 野原崎｡



ムの縁辺に生じたデタッチメント断層である｡ ドー

ム縁辺の非対称褶曲のフェルゲンツに示される剪断

センスは正断層センスである｡

これらデタッチメント断層は､ あるいはエクスヒュー

メイションは､ 宮良層の堆積年代である�������

以降 (恐らく直後) に生じている｡

ところで､ 沖縄本島では､ 上述の����	��の嘉

陽層堆積直後に､ 名護変成岩がデタッチメント断層

を伴ってエクスヒュームした事件がある

(
��������������������；遅沢・渡邊､

����)｡ また､ 徳之島の主要な花崗岩岩体は片状を

呈するが (川野・加藤､ ��	�)､ 鏡下で観察したと

ころ､ 黒雲母が二次的に生じて片状を呈することが

明らかになった｡ 河野・植田 (����) による片状花

崗岩の����年代 (冷却年代) は����で､ 川野・

加藤 (��	�) は塊状花崗岩の年代として����±�

��を得ている｡ 北上山地の褶曲した花崗岩に示さ

れるのと同様な事件が (������� �!������)､

この頃､ 徳之島にもあったことになる｡ 奄美大島の

花崗岩は塊状であるが (当時､ この視点はなかった)､

始新統の前弧盆堆積物である和野層にも花崗岩礫が

含まれるので､ この頃事件があった可能性がある｡

花崗岩の����年代は����前後である (
�"#� �

���$���������)｡ ただし､ �����や����も

－	－

第６図 �：トムル層 (左下盤) と冨崎層 (右上盤) の境界デタッチメント断層｡ 断層は自動車キーの位置｡
椰子博物館｡ �：拡大｡ 高角の条線が見られる｡

第７図 於茂登岳山頂付近の花崗岩｡ ススキ以外はリュウキュウチクで､ アサヒナキマダラセセリの発生地｡
�：転石｡ �：露頭｡



得られていて (川野ほか､ ����)､ 奄美大島では解

釈が難しい｡ いずれにせよ､ 九州の古第三紀四万十

付加帯から (����	
	�����；帰属不明の中央海嶺)､

琉球にかけて､ 南西に向かう海嶺の沈み込み事変が

想定できる｡

花崗岩

花崗岩は於茂登岳の山塊､ また川平の大嵩の山塊

の小範囲に分布している (第７図)｡ 岩質はむしろ

花崗斑岩である｡

���年代は､ 黒雲母が変質しているため､ より

古い可能性があるが､ ���	が得られている (河

野・植田､ ����)｡ 花崗岩は全く変形していない特

徴があり､ 構造変形は���	以前で､ 上記の事変

以降の貫入である｡

琉球層群

名蔵層

������(����) は､ 琉球層群を､ �	���	��	���

(名蔵礫層) と������ !"����#�(琉球石灰岩)

に区分した｡ 中川ほか (��$�) は両者に側方変化や

互層部を認め､ 一括して大浜層とした｡ 名蔵層と大

浜層は上下関係にあり, 岩相上の相違も明瞭であり､

中川 (��$�) ほかも､ 地質図では両者を区別して図

示している｡ 本稿では､ 金子ほか (�%%&) にも従い､

下位の礫岩とシルト岩からなる名蔵層と､ 上位の石

灰岩からなる大浜層に区分してこれらの層名を用い

る｡

－�－

第８図 名蔵層｡ �：炭質シルト岩と礫岩の唯一の新鮮な露頭｡ 真栄里ダム下流の宮良川｡ �：粘土化した青
緑色シルト岩｡ 桃里西方の宮良川支流の低地｡ �：拡大｡ �：名蔵川�２コア､ ��～��	の青緑色シ
ルト岩｡



名蔵層のシルト岩は海成で､ ������(�	
�) は

���������������(ブネラ粘土部層；本稿で

は用いない) と呼び､ 保存の良い軟体動物､ 珊瑚な

どの化石を報告した｡ 中川ほか (�	��) も､ これら

に加えて､ 有孔虫と石灰質ナンノプランクトン化石

などを同定・報告した｡

名蔵層は石垣島中央部の低地に､ 北側を於茂登岳

の山地に､ 東側をカーラ岳､ 南側をバンナ岳などの

山地・丘陵に囲まれて､ 宮良川や名蔵川沿いに分布

している｡ 低地に分布することを反映して､ 露出に

乏しく､ 現在では宮良川や名蔵川､ また通路川流域

の数地点で､ 著しく風化した礫岩やシルト岩の露頭

が観察されるに過ぎない (第８図�)｡ 湿地のシル

ト岩は青緑色が残存しても､ 完全に粘土化している

(第８図�､ �)｡ 化石に富んだ新鮮なシルト岩が見

られた名蔵川支流のブネラ川沿いの好露出は名蔵ダ

ム建設によって失われている｡ また､ 通路川沿いの

分布地では､ 道路拡張などのため､ シャコ貝など石

灰質大型化石のみが転石として採集され､ 露頭は残

存していない｡ 唯一の新鮮な岩石からなる残存露頭

は宮良川上流にあるが､ 下位の厚さ����の亜角礫

岩と､ 上位の厚さ����の炭質シルト岩からなり

(第８図�)､ 海成化石を含んでいない｡ 中川ほか

(�	��) は､ 通路川や名蔵川で､ 海成シルト岩は礫

岩に覆われており､ 名蔵層の最下部を表すとしてい

る｡ 土井 (�	����) によれば､ 於茂登北東､ 現在

の底原ダム湖底では､ 層厚���の海成シルト岩が

礫岩に覆われる｡ 名蔵層の砂岩は､ 主要分布地域か

ら離れた屋良部岳南西方の谷にも､ 小規模に分布し

ている｡

名蔵層の層序は､ むしろ今回観察した名蔵川のボー

リングコアで観察される｡ �２と�３の２本のコア

を観察したが (第８図�；第９図�２､ �３)､ そ

れぞれの掘削深度は地表から
��で､ 基盤の花崗

岩に達している｡ 名蔵層の傾斜は水平なので､ ここ

での名蔵層の層厚は
��である｡ ただし､ 地表か

ら��～���のコア未回収部分は沖積層である可能

性があり､ その場合､ その分層厚を減じる｡ �２コ

アでは､ 上部に厚さ３�の中礫岩が認められ､ 名

蔵層上部が礫岩であるという中川ほか (�	��) の指

摘に調和的であるが､ �３コアでは､ 花崗岩基盤の

直上にも中礫を含む厚さ���の礫質砂岩が挟まれ

ている｡ コアの主体は､ いずれにせよ青緑色シルト

岩で､ 白色を呈する石灰質微化石に富む｡ �２コア

では､ 径３��の軟体動物化石も認めた｡ 一方､ 厚

さ１�や２�の炭質シルト岩も､ 計３層挟まれて

いる｡ このシルト岩は有機質で､ 恐らく花粉化石も

含むが､ 木本の根の化石も認めた｡

一方､ 土井 (�	����) は､ 宮良川のボーリング

コアを記載している (第９図�１)｡ ボーリング位

置は､ 第１図や地質図に示した宮良川ボーリング地

点で､ 標高����である｡ 地下���まで掘削した

が､ 基盤には到達していない｡ 最上部４�は宮良

川の河川堆積物であるが､ その下位に厚さ���の

－��－

第９図 名蔵川ボーリングコア�２､ �３と､ 土井
(������) に基づく宮良川ボーリングコア
	１の柱状図｡ 矢印付き数字は第�表に示す
ナンノ化石の採取深度に応じた試料番号｡ 産
出しなかった試料深度も示す｡



有孔虫化石などを含む海成シルト～砂が認められる｡

琉球層群はこの下位のコアにあり, その最上部は層

厚３�の大浜層の砕屑性石灰岩である｡ 名蔵層は

青緑色シルト岩を主体とするが､ 上部と最上部に砂

質な部分を伴っている｡ シルト岩と砂質シルト岩か

らなる名蔵層の層厚は���以上となる｡ 名蔵層か

ら大浜層へは､ 層厚����の石灰質砂岩を介して移

化しており､ 明らかに整合で上下関係にある｡

これら２地点のボーリング位置は河川上あるいは

近傍にあり､ シルト岩の層厚はこれら河川の河谷で

増大し､ 河谷を埋積して堆積している｡ 河谷から離

れた山地の縁辺では, 上位の礫岩や砂岩は､ シルト

岩を欠いて､ 基盤に直接アバットして分布している｡

�������	
�����
��

名蔵川の�２と�３それぞれのボーリングコア

から試料を採取し､ 石灰質ナンノ化石の検出を試み､

産出した試料について､ 種を同定し､ 試料の年代を

推定した (第９図�２､ �３)｡ �２では深度���

と���､ �３では���､ ���､ �	�の試料につい

て､ ナンノ化石を検出した｡ このうち､ ��
���

と���､ ��
�	�の試料についてはナンノ化石の

保存状態は良好であった｡ しかし､ 残りの��
��

�については不良で､ ��
���では再結晶してい

る｡ 第１表に､ ��
���を除く､ ４試料について

の石灰質ナンノ化石のリストを示す｡

すべての試料から､ �������	
��
	
���
��	


と �������	
��
�	�
��	
が産出した｡ これらの

種は現生種であるが､ それぞれ､ 佐藤ほか (�)

による ��	
���
��	
の初出現基準面 (���	�

��)､ ���	�
��	
の初出現基準面 (����	��)

を決定し (�������������)､ シルト岩の堆積年

代は����	��以降となる｡ また､ ��
���の試料

からは､ ����	����
��
������が産出し､ ������

に相当するこの種の最終出現基準面を決定する｡ さ

らに､ ��
�	� 以外の試料から､ �
�	����	��

�
	�������が産出し､ この種は �������(���)

の ���帯下部､ ������������ (�!�) の

"����#境界に､ またほぼ ��	
���
��	
の初

出現基準面に､ その最終出現基準面をもっている

($��%&
����'���!�)｡ しかし､ (��� ������

���� (�!�) は ���
	�������の最終出現基準面

と���	�
��	
の初出現基準面は一致するとしてい

る｡ さらに､ 佐藤ほか (����) は沖縄本島の知念層

に関して､ ���
	�������の最終出現基準面は

���	�
��	
の初出現基準面を超えている､ つまり

両種には共存期間があったことを､ 彼らのデータに

基づき､ 指摘している｡ 一方､ ���!��に初出現

基準面をもつ�������	
��
����(���)�)は産出し

なかった｡

以上を総合すると､ �２と�３コアとも､ シルト

岩の年代は���	�
��	
の初出現基準面より若く､

�������	
��
'**�(���)�)の初出現基準面より古

い����	～���!��に限定できる｡ つまり､ 名蔵層

の年代は����～������(����±������) である｡

第９図�１には､ 土井 (�����) による宮良川

ボーリングコアの柱状図とナンノ化石産出層準､ 第

１表にはこのコア試料に､ 通路川の試料試料を加え

て､ 石灰質ナンノ化石のリストを示した｡ 同定は高

山俊明であるが､ ���年なので､ その後の彼の同定

基準と異なる｡ リストには､ 現在では使えない種は

省いている｡ また､ (��� ����������(�!�)

で認定された新たな指準種はまだ認識されていない｡

��	
���
��	
と���	�
��	
は､ 宮良川のコ

ア試料の石灰岩を含めてほぼ産出している｡ したがっ

て､ これらの試料が���	�
��	
の初出現基準面よ

り若い年代をもつことは確実である｡ 上限年代を限

定できる種は名蔵川のコア試料からも産出する

�����������
��
�
	����
のみで､ この種の最終

出現基準面は�������である (������������)｡

当時の試料は残存しておらず､ 再同定はできないが､

これらの試料の年代は､ 石灰岩を含めて､ ����～

������(����±������) と見なしても良い｡

木庭 (�!�) は､ ブネラ粘土部層から (名蔵川支

流のブネラ川に分布する名蔵層のシルト岩；すなわ

ち名蔵ダム建設地)､ ���	�
��	
に加えて (�#��

����)､ �����
��
�������が普通 (%�����) に

産出することを､ 電子顕微鏡の写真付きで報告した｡

���������は当時からの強力な指準種であり､ そ

の初出現基準面は���	��� (�������������)

を限定する｡ しかし､ 同地の１試料のみからの白尾

(��	��) のリストには (第１表には示していな

い)､ ���������は見当たらない｡ また､ 今回の名

蔵川の試料からも､ 一切､ ���������は見出され

なかった｡ 一方､ シルト岩には現地性の造礁性の珊

－��－



－��－

第１表 名蔵川と宮良川 (土井､ 1975 MS) のボーリングコアからの石灰質ナンノ化石リスト｡ 通路川も示す｡
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瑚化石も含まれるが (中川ほか ����)､ ���	
�

	�(����) はその珊瑚化石を試料として､ すなわ

ち�������	
を検出したものと同じ試料を用いて

���年代を求めた｡ ���年代は､ ����､ ����､

����､ ����､ �����	で､ �������	
の示す年

代と調和的なこれらの若い年代値も､ 本稿の結果と

相容れない｡

大浜層

大浜層はいわゆる琉球石灰岩である｡ 上述の第９

図�１コアの砕屑性石灰岩も大浜層に含まれる｡ 大

浜層の主体は珊瑚石灰岩で､ 現存するほとんどの露

頭で観察できる石灰岩は珊瑚石灰岩である (第��図

�～�)｡ 珊瑚化石は上方に成長していることが (例

えば､ 第��図�)､ いずれの露頭でも観察できる｡

石灰岩は結晶質で､ 方解石化が進んでいる｡ このた

め､ 名蔵層の軟体動物化石を用いた��同位体年代

を測定中であるが､ 大浜層からは適当な試料を採取

できないでいる｡

米原では､ 海岸と内陸とも､ 石灰岩は斜交層理の

発達した砕屑性石灰岩である (第��図�)｡ 周囲の

珊瑚石灰岩との関係は見えないが､ 内陸でも基盤と

接するのは砕屑性石灰岩である｡

名蔵川流域の低地でも､ 大浜層の砕屑性石灰岩が

残丘として小範囲に分布している｡ これらのうち､

名蔵川ボーリング地点北方の砕屑性石灰岩は､ 厚さ

���以上あり､ 砂岩基質の中礫からなる層厚��

�の円礫岩に乗っているのが､ 現在でも確認でき

－��－

第��図 大浜層｡ �：珊瑚化石｡ サビチ洞海岸｡ �：青色片岩を不整合に覆う珊瑚石灰岩｡ サビチ洞海岸｡ �：
宮良層砂礫岩を不整合に覆う珊瑚石灰岩｡ 大浜公園の北側海岸｡ �：層理の発達した砕屑性石灰岩｡ 米
原海岸｡



る｡ この露頭の則方には､ 下位の花崗岩巨礫を含む

厚さ����の礫岩と､ 上位の厚さ１�の粗粒砂岩か

らなる別の露頭があり､ 標高の関係で石灰岩は見ら

れない｡ 石灰岩は初生的には名蔵層の分布域・高度

を超えて､ 現在より広範囲に分布していたことにな

る｡ 於茂登岳北方海岸や平久保半島部などでも､ 石

灰岩の分布を広く見積もって図示しているが､ 石灰

岩はかなり浸食されている｡

海岸またはごく近接した基盤岩分布域では､ 名蔵

層を欠いて､ 大浜層の石灰岩は基盤岩を直接不整合

に覆っていて､ 珊瑚石灰岩である｡ 御神崎南方海岸

では､ 基底に巨礫岩を伴っている (第��図�～�)｡

西表島の琉球層群と石灰質ナンノ化石年代

石垣島では､ 現在､ 砕屑岩と石灰岩との整合関係

を明確に観察できる露頭がないため､ 西表島の星砂

海岸での露頭を記載する (第��図)｡ また､ 大原の

仲間川支流では､ 珊瑚化石を含むシルト岩から､ 石

垣島と同じ石灰質ナンノ化石種を検出している (第

１表)｡

星砂海岸の連続露頭では､ 下位から､ 葉理が発達､

成層した細粒部でシルト質の中粒砂岩､ 風化して空

－�	－

第��図 大浜層｡ �：基底の巨礫岩｡ 御神崎南方海岸｡ �：基底の石灰岩基質の円礫岩と上位の珊瑚石灰岩｡
御神崎南方海岸｡

第��図 西表島､ 星砂海岸｡ 名蔵層と大浜層の整合関係｡ �：葉理が発達し､ 成層した､ 細粒部でシルト質の
中粒砂岩 (名蔵層)｡ 空隙部は厚さ���	の非常に石灰質な砂岩で (大浜層基底部)､ 最上位の凸部は珊
瑚石灰岩 (大浜層)｡ 
： 空隙のある石灰質砂岩の上位､ 珊瑚石灰岩基底の荷重痕｡



隙がある部分がある､ 厚さ����の非常に石灰質な

砂岩､ 珊瑚石灰岩の順に重なっている (第��図�)｡

石灰質砂岩は､ 側方に､ より細粒の成層した中粒シ

ルト質砂岩に､ さらに淘汰の良い石灰質細粒砂岩に

移化している｡ 石灰岩はこれら石灰質砂岩を覆って

いるが､ その基底には荷重痕が認められる (第��図

�)｡ 下位の砕屑岩は名蔵層に､ 上位の石灰岩は大

浜層に相当する｡ 大浜層の石灰岩は海岸部では珊瑚

石灰岩であるが､ 内陸部では砕屑性石灰岩であるこ

とを確認している｡

大原では､ 海岸部に広く分布する大浜層の珊瑚石

灰岩との層位関係は見えないが､ 仲間川支流の低地

に､ 珊瑚や軟体動物化石を含む青緑色シルト岩が､

増水のため浸食された川底に見られる (	
���

���������の��������)｡ この岩質は石垣島のブ

ネラ粘土層の岩質と一致している｡ シルト岩は風化

のため､ ごく軟質であるが､ 石垣島の試料と遜色が

ない保存状態の石灰質ナンノ化石を含んでいる (第

１表の西表島大原)｡ �������	
���は確認できな

かったが､ �������������と���������に加え､

��������､ ����������が検出され (これらの最終

出現基準面は�������
�の初出現基準面より前で

ある)､ 当然ながら､ ここでも�������
�は検出さ

れなかった｡ 西表島の名蔵層の年代も､ ����～����

�(����±�����) と見なすことができる｡

沖積層

沖積層は宮良川河口に発達している｡ 宮良川ボー

リングコア (第９図�１) にも厚さ４�の沖積層

が含まれる｡ このコアの特徴はさらに下位に､ 厚さ

���の海成シルト～砂が認められることである｡

つまり､ この地点まで海進があった｡ 海進の時期は､

炭素同位体年代値から､ ����±���と����±�����

�� �である (中川ほか､ �!"�；元データは古川､ �!

��)｡ 従って､ この海成層の堆積要因はいわゆる縄

文海進である｡

�����

砂丘砂が白保海岸で発達している｡

名蔵川河口は､ 砂州で閉塞していて､ 自動車道は

この砂州上にある｡

�����

崖錐堆積物は普通に見られるが､ 露頭として観察

できる機会は少ない｡ その露頭の例を示す (第��図

�､ �)｡

	
�

石垣市街に近い石垣島鍾乳洞と (第��図#)､ 伊

原間にサビチ洞 (第��図$) がある｡ いずれも大

浜層珊瑚石灰岩に生じた鍾乳洞であり､ シャコ貝化

石も見られる｡

��

石垣島では､ 明和の大津波が知られる｡ このため

か､ 津波石の報告が多い (河名・中田､ �!!�など多

－��－

第��図 �：崖錐堆積物｡ 赤崎～大崎間のクルマエビ養殖場｡ �：拡大｡



数)｡

大浜公園には､“津波大石”が見られる (第��図

�)｡ しかし､ 石灰岩は大浜層の再結晶した (アラ

ゴナイトは残存し得ないと思われる) 上方に珊瑚が

成長した珊瑚石灰岩で､ 基盤の宮良層砂礫岩との典

型的な不整合を表していて､ 典型的な小残丘である

(第��図�)｡ この不整合は内陸へ高度を増している

が､ 海岸で観察される不整合の (第��図�；第��図

�)､ 内陸への延長に過ぎない｡ ����年前程度の炭

素同位体年代が多数､ 河名・中田 (���	) などで得

られているが､ 
��年代と併せて､ 採用すること

は躊躇される｡ 他に報告されている津波石について

も､ 地質学的な産状の観察が必要と思われる｡
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